コ□ナ密閱式石油ストーブ 

取扱説明書 


、正しく使って上まに節約 . 



1•特にを意しでいただぎたいこと、 
ま全のために必すぉ巧0<ださい 

2. 使用する場所 . 

3. 各部のち称 . 

• 巧親図 . 

•構造@ . 

■煩ががのさ称と風费 . 

•表示巧のち抑と画さ . 

4. 使苗前の準備 . 

•mn . 

• が巧 . 

•点父前の準摘と確認 . 

5 •使巧巧を . 


•タイマーの使巧方を . 

•チヤイ J レド□ツク . 

6 . まを装置 . 

7. その他の装置 . . . 

8. 日常の点検.手入れ ••…V . 

9. 定期点検 . 

10. 故障•異幫の見分けちと処置方を 

11 . 部品交換のしかた . 

12. 保管(長期間使巧しない場合) . 

13. 化様.. . 

14. アフターサービス . 

15•据巧け . 


A 菩告 




































































1 ■特にま意しな、ただきが、こと、安全のためにおず約りくだをい 

この取扱説明書および製品への表示では、聲品をままに正しくお使いいただ言、あな 
たや他の人々への危害や財産への損善を未然に防止するために、いろいろな絵表示を 
しでいます。その表示と意晰ま次のよラになっでいます。内容をよく理解しでから本 
でをお読みください。 

A この表おを無視しで、誤った取り扱いをずると、人か‘死 t ： または重傷を負ラ 

ム王三胃〇巧能性が想定される内容を示しでいます。 

A 胃この表示を無視しで、誤った取り扱しぶすると、人び傷害を負う危険び想定 

ム/^/でみされる内容および物の損害のみの発をが想定される巧容を示しでいます。 


絵表示の例 


A 


A 記号はを意を促す巧容があることを告げるちのです。 

図のかに具体的なを意の容(左図の場合は一般のなを意)がおかれでい 
ます。 

の記号は禁止の行為であることを告げるちのです。 

図のみや近傍に具が的な禁止内容(左図の場含はガソリン禁止)力嘴!力、 
れでいます。 

飯記号は巧為を強制したり指示するの容を告げるをのです。 

図の中に員体的な指巧の容 (を 因の場含は電源 プラブをコン它ント か 
ら巧いでください)び描かれでいます。 


A 警告 


•ガソリン 厳禁 

ガソリンなど擇発性の高い油は、絶がに使巧しないでください, 
火災の原因にな0ます。 


善 


♦がれ危険 

給排気筒（管、ホース）か’正しく接揣されでいるか 
点検しで < ださい。 

外れでいると運転中に排乃スび室巧に漏れで、危険 
_です。_ 

♦給排気筒トップ閉そく危険 

積雪が多いと寒には、給排気筒トップの周りが雪で 
ふさびれでいないことを醒認しでください。ふさび 
れでいるとさは、除雪しでください。 

運乾中に排ガスび室のに漏れで、危険です。 

•温風吹出口をふさびない 

巧類、紙などで温風吹出□や空気取入□をふさが'な 
いでください。 

巧類、紙などでふさぐと、乂微 Z ) 原因になりまず。 


•おな哪 蠢 
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•スプレー吿厳禁 

殺虫剖などのスプレーちを温風のあたるところに放 \夕^ご 

置しないでください。熱でスプレー宙の圧力び上び 
り、爆発し、危摸です。 

♦可燃 I 性ガス使用厳禁 

ス I ブを使苗しでいる部屋で、可燃性ガスび凳をするちの（ベ 
ンジン、シンナー、ガソリン）、スプレーを使巧しないでください< 
义災や故障の原因になります。 


0 
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迂思 


•力ーテン、可燃物近接禁止 ^ 

カーテンや燃えやすいちのをおづけないでください。 J クタ 
乂災が^発をするおそれか t あります。 


•給油時消火 ，，ぃ， 

給;'巧は、胁ず消乂しでから巧い、こぼれた阿■ミ由はよ 
くふき巧つでください。火がのおそれがあります。 


•異常時使用禁止 

巧一異萬を感じたときは、使巧しないでください。 
異常燃焼のおそれびあります。 

すみやかに運おボタンを r 停山にしでください。 


•温風に直接あた6ない 

温風[こ直接長時間あたらないでください。 

低温やけどや脱水極がになるおそれがあります。 

• 特におさ様やおホ寄り、体め不自をな方び使われるときは r 齒固の人が* f 分:: 
'注意しでなださしだを驾蟲吉卜:：:な;-.::—::..'一:.;V;.V;を 

J 萃琴などを乾燥した場含、素材によつで色あお;ずるこ左びあります。-.. . 
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•高温部接触禁止 

燃焼中や消火直媛は、高温部、給排気筒に手などぶ、 
れないでください。 

やけどのおそれびあります。 

:;::哨、さ:し速；5：®撫香逐庭巧お蒋にま意しとく；ださい。:;::為， 


•分解修理の禁止 

故障、破損したら、使巧しないでください。 

不完をな修理は、危険でず。 

お買い求めの販売店に修理を依頼しでください。 


•指や棒を入れない 

給が気筒トツプに指や棒などを入れないでください。 
けがや乂災の原困になります。 


な—に 
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•改造使用の禁止 

改造しで使巧しないでください。また、ストーフ''本体や給排気筒 
には巧暖房巧の熱交換器などを取り付けないでください。 

乂災や排ガスが室内に漏れる原因となり盾険です。 


•電源コードを傷めない 

電源コードに無理な力を如えたり、物をのせたりし 
ないでください。また、電源プラグを抜くときは、ろあ^ 
コードを持つで引き巧かないでください。 义一 

火災や感電の原因になります。 

♦電源プラグは確実に是し込む 

電源プラグはコン它ントに根元まで確実に差し込んでください。 
また、傷んだブラヴやゆるんだコン t ントは使巧しないでくださ 
い。 

火災の原因になりまず。 

•長期間使巧しないときは 電源 プラグを抜く ' 

長期間使巧しないときは、電源プラグをおいでください。 

乂災やを想しない事故の原因になります。 


•電源プラグのお手入れを 

ときどきは電源プラグを抜き、揉こりおよび金属物を陈去しでく 
ださい。ほこりびたまると湿気などで絶縁不良になり、火災の原 
因にな0ます。 

•電源の接続 ■ 

•電源は適正配線された100 V のコンたント总列は使巧しないで 
ください。発熱-発火の原因になります。 

•電源コードは、适中で接続したり延長コードの使巧.他の電気 
器具とのタコ足配線をしないでください。誇熱.凳火の原因に 
なります。 
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•腰をかけたり、物をのせない 

腰をかけたり、やかんや巧びんなどをのせないでく 恶: 
ださい。やけどしたり、ストーブび変あすることび 
あります。また、かび内部に入ると、感電、乂災、 I ゴザう占文 
故障の原因になります。 I - 


0 


け了油の保管 

なミちは、乂気、雨水、ごみ、高温およぴ直射曰光を避けた場所に 
保管しでください。ガソリンなどと一緒に保管しないでください, 
誤つで使巧すると異萬燃烧や乂がのおそれ力 《 ありまず。 







•変質な油禁止 

変質灯■ミを、汚れたミ由、水の混じつでいるな;'由などを使巧しないで 
ください。 

異常燃焼や故障のおそれびあります。 


•据巧け上の注意 

• お害様ご自身による工事は危険です。据巧け工事や移設工事は、 
必すお買い求めの販売店に依頼しでください。 

•ストーブ'および給排気筒の据付けについでは乂災ず防条例、ち 
ミ由燃焼機器の設置冨華による規制びありますので、これにおっ 
で据付けで < ださい。 

•ス|-ーフ''の固定は、本体固定金具などで、醒実に固定しでくだ 
さい。 


•フイルタをはずしての運乾禁止 （ SBT タイプのみ） 

フアンフイルタをはすしたが態で遷転しますと、カーテンなどを 
巻きこんで火災になるおそれカタあります。 

またきなどふれるとけがをずるおそれびあります。 


•廃棄ずるとをのミ主意 

ス I -ーフ''を廃棄処分するとぎは、定ミ由面器のな油を抜き取ってく 
ださい。に7ぺージ参照） 

なミ曲が'入ったまま廃棄するとリサイクルの際に思わめ事故になる 
おそれびあります。 











圍ミ•ほ用ずる場所 

※本3沖の 「 S タイプ J は FF -1010 S ， 巧目 T タイスは FF - 1日1日 S 巳 T . FF - ll 0 OS 巨 T をおします。 


ま全に使用ずるために 


S タイプの場合 
♦マントルピースなど 
じは据巧けないでく 
ださい。 



SBT タイプの場合 
•マントルピースなどに 
据巧ける揚含は、標華 
据巧け例にがつでくだ 
さい。 

(3 日. 37ぺージ参照） 



♦標高が1日 00 m な上の揚巧では使巧しないでください。 
(空気の濃度か‘薄いため、燃焼に必費な空気か•不足します。） 
標高 500 m -1500 m で使巧する場含は調養か•必要です。 
(詳しくは、型紙裏面の工事説明書し言地で使巧の境きを 
ご覧ください。） 
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参温室、飼育室、乾燥室などでは絶巧に使巧しないでください， 
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効果的に使用ずるために 


窓の下や壁面に 設置 



•外気に接する窓の下や壁面に置くと、冷気びスト 
ーブで暖め6れ、温風としで巧流しますので効果 
のです。 


温風の循環を巧げない 



♦温風の出□の前面に障害物を置かないでください。 

♦障善物びおると、部屋の温度にをち岩古;言る)鹿か与古: 
なく、本化の温度び上昇むを每険でず。:; 

♦温風吹出□側の空間を広くとれる揚巧を選んでく 
ださい。 














運乾ボタン 


とつて 
操作部 

くカバー巧部） 

定迪面器 U たツト I 

ボタン 的却） ! 


点検巧ふた 

























外観図 




碧面カバー 


巧流用送風機 


排気管巧けお巧用 
リード線 

送'拍管取巧 □ — 
オイルフイルター 


ルームサーモたンサ I 


電源 コード 


FF-1010SBT • FF- り OOSBT 


を:參然ミ转祭. 

i»i 


フアンフイルタ 


巧流フアンク^ス 
—本神:固定金具 


I お排気茵本体 
が気管取巧 □ 


給気管取付 □ 


"—給気ホース 
おが気商トップ 


構造図 


FF-1010S • FF-1 01 OSBT • FF-ll OOSBT 







































操作部の名称と働き 
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表示部の名称と働き 



時計含せランプ 


点 

滅 

時計合わせ中 





.扭•ぃ 
;;ミ: r .. * 

運輯ランプ 

点 

な 

燃焼中（たーブ消义中は消な） 

お 

お 

エラー表ホ中- 





時計動作3□ン 


点 滅 

時計動作中 

消 な 

温度表示中または、タイマー合わせ中 

点 な 

時計合わせ中 



曙 B ランプ 


点 な 

現を層曰を表示 

点 滅 

タイマー運転の予約喔曰を表示 











































タイ 7^ 含せランプ 


タイマー時刻合せポタンを巧すと点滅します。 


育 滅 I タイマー時刻 t ット中 


デジ女ル表示部 



Hli 


温度点巧（湿度表示） 

左測：設定温度表巧 (12 で〜30で） 

(ホたットの場ち、有動的に22でにたットされでいます） 
ち測：室内温度表示 


午前または、午をなな（時刻表巧）•時計動が！)□ンお栽 
ち側：時ち側：分（例）午前8時30分 
タイマー時刻をせポタンを巧すとタイマーたツト時刻を表示し 
ます。（モたツトのおを、タイマー時刻は白動的に年前6 : 00 
にたツトされでいます。時が動作コ□ンは消巧） 


だ点巧 

停電を再逼電（ストーブ運転中の場合） 


————点口 

電源プラグをコンたントに差し込んだとき（時刻の未たット） 
停電を再通電（ストーブ停止中の場さ） 


表示点な：チャイルド□ックの它ット表示 



图 




•(例）と3表示：巧震白副消火装置の作動 
再度、点乂廈巧をしでください。 

•その他の £■ 表示は32ページを参照しでください。 


•SFF 表示 

おやすみタイマー終3をの厚止表示 







































•煩用巧のを備 


燃料は巧巧 （ J 旧1看の油）を必す使巧しで < ださい 

• 「 A 警告 I 方ソリンなど揮凳性の高い油は、 

絶巧に使巧しないでください。 r ® f ) 

义災の原因になります。 

» 「^1\迁意1 変質の•油、ちれたミ由、水の還じ 

つでいるな油などを使巧しないでください。 ) 
異常燃焼や巧障のおそれびありまず。 

ミ主意 I 灯巧は义気-雨化.ごみ.高温 
および直射曰光を避けた揚巧に保管しでくだ 

万ソリンなどと一緒に探管しないでください。 

誤つで使巧すると異常燃焼や乂がのおそれび 
あります。 


VS / 指に燃船 つ 
^ (乂の気のない巧巧 

0 〇 


L な油とガソリンの見分けかた 


指先に燃料をつけ、息をふきかけます。 
(义の気のなし、所でちつでくださし、） 


巧巧は 
めれたまま 


涵 


巧ソリンは 
すぐ乾く 



■変質な油-不純な油とは 


巧シーズンより持 
ち越しの巧な 


容器のふたが開け 
であったり、乳白 
色のポリ容器で保 
营した灯;'由 



惠期間つ 

嘴' 



G 


長期間曰巧にあた 
る尸斤や温度の富い 
巧に保营した巧巧 


が-ごみや灯油な 
列の猫が属んのわ 
すかでち混入した 
灯油 
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水•ごみ•かノリン’重を 
な巧巧•でんぶら巧- 


顺圍こ変質したちのは、黄色味がかったり、すっぱいにおいびしまず。 
>必す阿油南のポ IJ タンクをお使いください。 

け了ミ巧はシーズン中に使いきりましょラ。 


■変質な油や不純な巧を使用すると...： 

• 油の璋度にをよりまずが、燃焼不良をおこしたり . 

ストーブの損傷を草お、を庭わ原因にをります。— 
•化やごみか•送巧経をに流れ込み、燃焼不良や着乂 
不良の原因にな0ます-: 


I 巧変質巧巧です褲口巧を镇兒したとさは、 

I お買い求めの販売店または、_右おくの コ □ナお 客 
様ご相該惡 □ (i 轰森裹 •暗)—1臣ご達 fc く'おさい。 


*55 丹巧.不純巧巧が原因で修理を依頼されたと苦は、保証期間中でち保証の対象がとな0ま寺。 
♦変 M 巧巧の迦理でお窗〇の攝合は、巧油をお買いホめの販売店にご相談ください。 


















。^迂意 1 給;'由は必す消火しでから巧い、こぼれたなミ由はよくふき取ってください。 
火災のおそれか’あります。 


圍給油のま順とま意 
I 巧タンクの送油バルブを閉じる 




i 臟 たをはずし 



3 給油□ぶたを締める 



♦市販の給油ポンプなどを使巧しで、油畳計を見な 
がら給巧しでください。 

♦油量計の針が「滿 J をさしたら給油をやめでくだ 
さい。 

•給ぉ樹ま鈴由りにぁるストレ^ナを取り出しで、 7 j < や 
ごみびたまつでいたら掃除をしたさい。 


参給ミ虫□ふたは、確実に締めでください。 


•給;巧の際に、水-ごみなどを入れないよラに‘ま意しでください。 

水-ごみなどは燃焼不良やストーブの寿命お下などの原因になりまず。 

. ■ .. •. :. . 





















給油 


s な油がなくなると 

♦ご使巧中に;'をタンク內のな;•由びなくなると、デジタル表示部に [ HI または、岡が表示され消火 
します。 

:•油タンク吊.垂 E しないよ与に、’’’ 達意.じ 之く 悟 さし、 7^. .て.". —. 7 ■ : ■ 

• 貧望^くな り r ; デジタル表ち部 f こ去考幸琴おを谓合解; M 油數.送巧接お(の军身巧きか必要とお： 


圍送油経路巧の空気巧ぎ 

♦初めで使巧するとぎや油晒れでデジタル表示部に f 表示か*でた場合は、油タンクに給;巧した後に 
送油パルプを開き空気抜きを巧ってくださし、。 



養 I 獄 ねじを 


♦ロミをが！未にこぼれないよラオイルフィルタの下に 
巧や、容器などを巧意しで<ださい。 



ょく 振り 


参ゴム製送油管をよく振り、送油経路巧の空気抜含 
を十分に巧ってください。 



3 空気 16 きなねじを締める 


♦空気が抜けオイルつィルタの中にな油び満たされ 
たら空気抜き巧ねじを締めでください。 








点乂前の準備と確認 


圍定油面器のたット 

♦初めで使巧するとさや、シースン初めに使苗する揚合 




•リ它ットボタンは、据巧け時や、シースン初めに 
操作しまず。ストーブに強い衝撃をちえたりした 
焉合をこの操作を巧ってください。 



♦万一、点火操作後4〜己分しでち着火しなかった 
り、着火後2〜3分で消乂しでしまラ揚合ち、リ 
じツトボタンを巧しでください。灯油流入□の3 
ム巧の固着がはすれでな巧がスムーズじ流れます。 


リたット巧タンを巧す際は、スぺーサをはすしで 
巧さないで < ださい。 

また、5砂な上巧し続けたり、何回ち巧し下げたりなど乱 
暴に取0扱わないで < ださい。 

定油面器より巧びあ/るれ出たり、巽萬燃焼の原因となる場 
合びあります。 









点乂前の準 備と確認 

油漏れの確認 



電源の接続 


コンたシト 

100V 



•ミをタンクや送;'を管の接含部など力、らミ由漏れか•ない 
かどラか確認しでください。 

:，猫漏れのあるときは、使南ぎ中止:し、:ミ由女ジろ奇送ミを:;:; 
バルブを閱じでからお買い求めの晦责店にご相該くだ 

:品 ，さし、。..’ ’.を;;罐躬誇.;;谭賣背.; t ; 為^ 


[ A ミ 王 意 I 


電源プラグ•コードの発熱.発义を防ぐために… 

• 電源プラグはコンたントに很元まで鹿実に塞し这んで 
ください。 

•電源は、必す適正配線された10 0V のコン它ントを使巧 
しでください。 

•電源コードは、途中で淳爲したり延長コードの使巧- 
化の電気話員とのタコ足配綜をしないでください。 



スト—ブの上や周励こ燃えやすいをの 
を置かないでください。 


給排気筒接続部の確認 


• 「A 書告 I給排気筒（管-ホース）び正しく接 
続されでいるか確認しでください。はすれでいる 
と運輯中に排刀スび室畑こ漏れで、危険でず。 












■ 5 ほ巧方ミ去 

点乂 __ 

I 巧タンクの送巧パルプを開く 



2 運乾ボタンを巧す 



♦運輯ランプの点なと同時に、時刻表示（未じツト 
の揚含は F - ioP - i ) から、温度表示に切り変 
わります。 

♦点乂後 4 〜 5 分で巧流巧送風機か’回り、温風が出 

ます。 


• 着义を約10分間は、熱膨張のため、熱な換器などびかさな音を出すことびおりますび、異常では 
ありません。 

•初使巧時はス I ブの耐熱塗将なと’が焼けで煙とにおいびでることびあります。おをあけで部屋1 
の換気をしてください。 

i 初めで;ご使制こなるとき故、::ち油経路内め空気だまり;:(エア□、シク f 忙より絶が立消えになる岩;::: 

:だびありますが J : 早旦消乂 で V ;をえるみ吉待与そからもう-■度点义レをく担きし、，;:;试吉^^^^ 

• 湿風が出るまえに運拓ボタンを T 厚阻(こしでも約8分商な達おを継黯じまずか異常ではありま:’^ 
せん。:これは燃焼室内の未燃ガスを完まに燃焼させるためのま全運乾です。 

•巧気温が低くなると、;給排気筒の先端から連続的に白煙が出ることがあります。これはが気办ス .ぉ， i 
:中に含まれでいる氷霧気が白く見をるためで、異常燃焼(こよる白煙ではありません。:^ ;;; 皆式’;; r ; 


















室温の調節 _ 

温度調節ボタンを巧す 


• as 

〇巧3 
〇午き 


芭ミ 2 fi 


sp^as 


图。。固 


空 BBS 



♦温度調節ボタンを巧しで萬望の設定温度に合わせ 
で < ださい。 

♦ボタンを巧しつつ‘けると、表示は連続しで蜜わり 
ます。 

• ルームサーモたジ甘により i 裏定温度に胞じで自動妇 
に乂力が切り変わります。.’-' '.:;す 
•ホじッ K の廈含、設定温度ば白動のに22でにたットさ 
れでいます。 

•設定温直は、12でから30でまさの敲囲でたッ S でぎま 
す。 


•厚電があつた場さでを、1分な两の厚電であれば再たットする必要は之りません。 

I J 寶温度表示は、;：ルーみサ_モたンサ闻巧の温度を感巧しで表示するので、お部屋の温度計とは数 
谭び一致 _ L ないことびあります。...' ぉ Mer .; 叫..:;,;;;.;;.....'心^^^ 

ilr ：^ 贫 r ミ 置？"が f 、 ストーブの上部や熱を-受けやずい場所、 直が日がやち気のあたる場所をお 
け、.. 卵を暫聲 部!? 规巧 くだきし、。: ( SBT タイプの 場 含） 


S たーフ''運括 


> 52 ^^ 6 ^胃胃びと胃する騎誠の脫き、日をた補麵）は、じ-ブ運乾をぉ 


它ーブ運輯ボタンを巧す 

たーブま坛 



♦ t - ブ運範ランプび想なします。 

♦室温び設定温度より 3 で上昇すると白動的に消乂 
(たーブ肖火）し、設定温度まで下びると白動のに 
再点乂しで、室温を調節しまず。 

参通常運乾にちどす揚合は、たーブ運损ボタンを再 
度巧しでください。 


•ち-.ブ消み中は，.:お-謂転ランプのみ点なしてし、まも: r ;:; 馬靖苦 E 覃譯寧^;;帮靖軍:^ 
•; 1 ; 度もーブ運転它た却卜ずると、；電源プラグをおいたり;;昏毫を捏於燕饒運居を細 する 

端强觀こ;監遵乾?;摇も;:;;;;.;;;.;;;;.;.;.;;;;.. 


炎の状態 


乂でび祝り変ねつたと言、曰秒間くらい炎び大きくなることが f ありますが、、異常ではあ 
りません。 















消义 


運乾ボタンを巧しをどす 



♦還商ランプび消なし、消义します。 

同時にデジタル表示部は温度表示から時刻表示に 
切り変わります。 

(たーブ運転中の揚含は、じーブ遲輯ランプち消な 
します。） 

♦消火後は本体内部か‘をがずるまで送風を継続し、 
約1己か棲に巧流巧送風機が停止します。 


•巧出するときは、必す消义しでください。 

•消义操作を、温風か‘出でいる間は、絶巧に電源プラグを巧かないでください。ちし巧さますと、の 
ぞき窓びすすでくちつたり、ストーブの表面温度び上昇します。 ： 

却 A な意 I ;長期間使巧しない場さば、嚇流巧送風機が停迟でから f 電源ゴラヴをコジせントが 
: ''ら巧いて:くださし、。.’ 卿'心’ i -- 


消乂後再点义ずるときのを意 


燃焼中に誤つで次のよラな操作をずると、再点火安重装置の働きで本体の部び冷却され 
るまで点火できませ / u ので注意しでください。 

■電源プラグを巧いた 
♦運乾ボタンを押しちどした 
•おはよラボタンを巧した 

ただし、瞬間的な厚電 （3 砂な内）の揚含は、そのまま燃焼を継続します。 


a 




タイマーの使用方法 … 

圓現在時刻-現在曜曰の舍わせかた 

♦電源プラグをコンたントに差し込んだとき（未它、ット）、デジタル表を部は r ]。。^ を表示 



時計させボタンを巧す 


♦時計含せランプか’点滅し、デジタル表示部は、午 
酱白台 I ••医国を表示します。 


厉れるせ 



^時 • 分ボタンを巧す 



♦時.分ボタンを巧しで現を時刻ををわせでくださ 
い。 

•ポタンを押しつつ‘けると、表示は連続しで変わり 
ます。 


^ >時刻を台ねせるとぎは、午前、年ををまちびをないよ 
ろず夏し.でください。 - 

一 . ，い : ...f ミ . . 


3 曙曰させボタンを巧す 

日月义水朱を王 
0 0 0 0 0 *0 


■日が 



4 時計させボタンを巧す 

時れさせ 



♦未たットの場含は「曰曙曰 J のランプか’点の■しま 
す。 

曙曰合せボタンを巧しで、現を曙曰を合わせでく 
ださい。 

•ボタンを巧しつブけると、表示は連続しで変わり 
ます。 


♦時計合せランプ；び消巧し、じット完3です。 
同時に時計動作コ□ンび点，滅し、時計動作を開始 
します。 


•時計合せボクンを巧し忘れでち,"]巧後に自動的に時 
計動がを閲始します。. 


誦 








タイマーの使用方法 


国タイマー時刻のをわせかた 

♦ホじットの場合、タイマー時刻は自動的に午前|~5].*|0^|に它ットされでいます。 




♦タイマー含せランプか‘点滅し、デジタル表示部は、 
午前 [ 占し •直なを表示しまず。 



^時 • 分ボタンを巧す 



•時-かボタンを巧しでタイマー時刻を含わせでく 
ださい。 

♦ボタンを巧しつつ’けると、表示は連続しで変わり 
ます。 


•時刻をさねせるとぎは、午前、すををまちびそないよ 
うを意しでください。 





•タイマーさせランプび消巧し、たット完3です。 


• タイマー時刻合せポタンを巧し忘れでち、30砂後に自 
動的にたツトされます。：： 

同時にデジタル表お部び現を時刻表示または、温度表 
示に変わります。 .' . 


，•タイマー時刻は、:1度じットずれば記憶ちれます。 

- 人； . . .. : 















タイマーの使用方法 


■おはよラタイ7-運乾のしかた 

参現在時刻.現巧曙曰を合わせでいないと、おはよラタイマー運乾はできません。 


•運窗ランプび点财します。 

•*'：; .. .. で？!■■が • * •• ..- i ; 

■ストーブ運範中は必妻をでません。 


I 運乾ボタンを巧す 



S おはようボタンを巧す 



J 曜日含熱タンを巧す 

Vv 


4 たット完3 

(30 秒後に宜動たット) 


ち巧み 
〇 

0213 B 

一 6 saa S 巧 SS 

語图••哪 S ::：!. 

ち B ぶろ 

♦ 

曰 X 巧/ A 本 ホを た 

〇 ホ 〇 〇 〇 • 〇 


(例）現在ま庭日で午を6時00かのとき、 • ……点灯 
月履曰の朝にタイマー忆ツトした 、レ 
場さの表巧部 づド…"病お 


•おはよラランプ、タイマー含せランプ、ず約屬曰 
か’点減し、デジタル表示部にはタイマー時刻か•表 
示されます。 ‘ 

•ストーブ厚止中から、おはよラタイマーをたットする:; 
場合は選扇ボタンを巧しでから、5砂な巧におはよラ: 
ボタンを巧しでください。5砂な上経過すると一旦点 
..一..乂聲巧にた香ちを燃辞巧送辑微かが間◎.り続けます。 

♦希望のを約曜曰にさわせでください。 

合ねせた時刻-曜曰になると有動的に亡ーブ達乾 
を開始します。 

参おはよラタイマーたットから点火までの時間が24 
時間な巧の場含は、曙曰含わせは必費ありません。 


♦タイマー合せランプか•消巧し、おはよラランプか’ 
点滅か6点灯に変わります。 

参同時にデジタル表示部は、現な時刻に切り変わり 
ます。 

' •現を時刻表をにち SSfi 在是岂 (3 扇好に爭摘®‘ 
. 日は点減しまず。. 

現を曜日とず約曜日び同じ.焉含は，曜日ランプは点な 
したままです。，"’ 


おはよラタイマーのおお 


おはよラボタンを巧す 


♦おはよラランプとず約曙曰ランプび消灯し、違乾 
が態になります。 


•ず約躍曰のランプは運乾を開始するまで点滅をつブ抒ます Y ;y :;っ:;て;お:で—. i:;;:;;;: 

•タイマーたット時刻を確認すると含は、タイマー時刻合せボ女ンを巧しでくだ之い。:.. 

•薑 5 な蘇 1S 妓錶は 適電 2 居デジが緒華部が國を轰示じ、銜お珪議巧し、語お 

再度、現巧時刻を□ねせ、タイマー時刻をわせを巧ってじットしてくださし心::. 

•が串時など、留守中に燃焼を開始ずるよラなタイマーたットは、絶巧にしないをください i:;: 
















タイマーの使用方法 


圍おやずみタイ7—運乾のしかた 

•ス トーブ停止中からのおやずみタイマー遷嚴はできません。 

運廣ボタンを巧しでから操作しでください。 

♦ 1回押すと1時間ランプか’点巧 
2回押ずと2時間ランプ:び点な 
♦じット時間経過後に自動消义し、同時にデジタル 
表示部は \~0\：\ FF ] とな0ます。 


おやずみタイ7—の度原 


お々すみホタ、ノを巧す •ぉゃすみランプび消なし、運転を継続しまず。 

♦消义するときは、運転ボタンを押しちどしでくだ 
さい。 


圍おやすみ+おはよラタイ7—運拓 
I おやすみタイ7—をたットする 


■予約曙曰を変愛する揚含は、このときじ変更しでくだ 
さい。 


•タイマー合せランプび消•なし、おはよラランプび、 
点減から点阿に変わります。 

♦同時にデジタル表示部は、現在時刻に切り変わり 
ます。 


S おはよラボタンを巧す 

K ミ 3 S S 巧35 

四••導::：!を 

曰、巧/ か ホ 末る 生 
〇 〇 〇 〇 • 0 



おやすみボタンを巧す 


おやすみ 



(例）現な金曜曰で午を6時00分のとき、 ♦ ……点灯 

おやすみ1時間+おはよラタイ7—を、レ 
月届曰の朝にたットした場合の表示部点滅 


•必すおやすみタイマーのじットを巧に巧ってください。 

おはよラタイマーのたットを巧に巧いますと、一写消乂しで本体内部がを節しでを、らでないと再点 
义できません。 

•おやすみ+おはよラタイマー運輯じット後、おやすみタイマー時間を変更する場合は、 ] ◎押すと 
1時間、2◎がすと2時固、3◎押すと1時間になります。 


誦 















チヤイ J レド□ック 


お寺穂などによるいたすら標 f ちの防止や、誤って運區ボタンを巧しでち点乂しないよラ 
にする機能です。 


チヤイルドロック 
ボタンを3回巧す 



参停止中にチャイルド□ックボタン（わーブ運転ボ 
タン兼巧）を3砂な巧に3回巧しでください。 
♦チャイルド□ックがたットされ、デジタル表示部 
び [0 J になります。 

参チャイルド□ックの辭餘は、再度チャイルド□ッ 
クボタンを3秒拭巧に3◎巧しでください。 

•チャイルド□ックのたットみは是宗ク >を巧じを; 

ち点火しません。 ■ 

逼常遲窗にちどす揚をは運西ボタンを巧しちどし でか 

.. ら:城齡遵量蕴麵感ぉ南 i 









U 6 ま全裝置 


このス I ブには次のよラなまを装置がついでいまず。すべてのまを装置は、異常が取 
り除かれでち再度点义操巧をしなければ運乾は停止したままです。 


111 HMHBP — 

— し = j — 以 ■— 

liii lllj 1111^ 

| Bb 

■ 

■ 

巧 震 自動消义装置 

• 地震(震度約5 上)や強い振動、 
衝撃を受けた場含、自動のに消 
义します。 

•地震によつでが動した場含、周囲 
の可燃物、機器の損傷、'油漏れ、 

給が気商のはすれなど異萬か’ない 
ことを確認しでから再点义しでく 
ださい。 

点义安を装置 

燃焼制御装置 

げ表を）； 

•点义 S スをしたとさ 
•途中失义したとさ 
•巧のれしたとき 
に自動的に消义します。 

• 曰常の点検.手入れに5〜30ぺ一 
ジ参照）をしでから点乂操作をし 
でください。 

• 処置をしでを揚〇返しエラー表示 
びあるときは、一旦逢馬ポタンを 
r 厚止 J にしで販売店に運絡しで 
くださし、。 


•停電したとさ 

•電源プラグび抜けたとき 

•逼電を、点义操作をしでください。 

• 要源ブラブを跑認しでください。 

• 

過熱檐止;装置 

安きサーモスタット 
:; (表巧部を消な): 

• 温風空気取入□や温風の出□に 

ほこ0がつまつでいるとぎ 
•ストープ前面に障害物びあると 
ぎ 

に S 動的に消义します。 

• 温風空気取入□や遍風の出□の掃 

除をしでから再点义しでください。 
(28 〜29ページ参照） 

• 処 S をしでち疾り返しエラー表示 
か’辻!るとぎは、一宜運窗ポタンを 
r 停止 J にしで报売度に違洽しで 
ください。 


圍7•その化の裝置 


装置のち称！ 

— k — 

?; 処置ち法; 

相互巧も:を••:品;..冉が;;-; &：!• 背 1 :•を 

• 排気管の接続部か’はすれたとき 
に白動的に消义します。 

* 給排気筒および排気管の接损部に、 
はすれ-ゆるみ力、’ないか確認しで 
ください。 

排気管あけ検巧装置 ぉ 

(f 弓案示） 

• 排気菅巧け検巧话リード線がは 
すれたり、断線したとぎに有動 
的に消乂します。 


ミを^. ii..;;J 

岳馬义まき装置 

•消火直を、本体巧部か’巧却しな 
いうちに再度点义操作をしでち、 
一昼ち却しでからでないと燃焼 
しないよラになつでいます。 

•本体巧部び冷却しでから、点火属 
たを行って < ださい。 

混琴鲜 S ぉ化装覃 

(f 公表示） 

• 部屋の温度が50でが上になった 
ときに自動のに消义します。 

■窓をあけ、部屋の換気をしでから、 
点义援作を巧っでください。 


a 






























8 ■曰おの点巧•手入れ 

謗で談も戴後スト-ブが'十分おえでから、必す電源プラグを〕ンじントから 


■電気部品の分絕や巿版品との交換は絶对にしないでください。 

•燃巧部の分おは絕対じしないでください。:； 

- .. . ■ 


ストーブとストーブ周囲の点横 


(使用ごと） 


周囲の巧燃物 
ほこり•ミちれ 


♦ 「逆 S 迂意 I ス I ''ーフ‘の周囲は常に藝理.清掃し、 
燃えやずいちのを置かないでください。 

参ほこりや活れをそのままにしでおくと、油がしみ 
たりしで危険です。 


油漏れ-油のたまり 
油のにじみ 

ゴム製ち油管の点検 • 
交換のめやす 


ストーブは、いつち清潔じしでご使巧ください。 

♦油び漏れでいたり、油のたまり、にじみがないか 
点検しでください。 

* 袖漏れのあるとぎげちお貢いずめか販売店に德理をお::.: 

;頼し早く.もき:レ W.... み ;，.;;; L:: ふ ;:. i... 

♦ゴム裂送ミを管は、屋巧で使巧しないでください。 

匡がでの使巧は禁止されでいます。 

♦屋内でゴム製送巧舊を使巧しでいるとさは、膨潤、 
収縮、 変質、 変形、ひび割れか•ないか確認し、夕 
点のあるとぎは交換しでください。 

交換のめやすは、3をに一度でず。 


給排気筒接続部のゆるみおよびト ツプ周囲の点横 （使用ごと) 

給が気筒のはずれ •应豐量給排気筒償.ホ-ス)が正しく接続 

されでいるかときど含点検しでください。 

はすれでいると運處中に排乃スが室のに漏れで、 
危険です。 


給排気筒•トップ 
周囲の障害物 


• 「 A 書告1 積雪が夢いと夏には、給排気筒トッ 
プの周りび雪でふさびれていないことを蹈認しで 
ぐださい。ふさがれでいるとさは、陈雪しでくだ 
さい。 

運乾中に排ガスび室巧に漏れで、危険です。 

♦給排気筒およびトップの周固に障書物か•置かれで 
いないか、ときど言点模しでください。障害物か’ 
置いである場さは、移動しでください。 















給排気筒接続部のゆるみおよびトップ周囲の点検 


(1 シーズン1〜2回) 


給排気筒のつま0 


〇リングの破損 



♦シースン初めには必ず点検し、くをび巣をつくつ 
たり、異物か’入つたりしでいるとぎは必す掃瞭し 
でください。 

•給排氯筒び P まるとず完を燃爲をおこレます。 

♦給排気筒を一度取りはすしで、再び取り巧けると 
きは、排気管の接続部内部にはめをんである〇リ 
ングび破損しでいないか蹈かめでください。 

•破層しでいた場含は、お買いホめの贩売店じな換を彼 
頼しでください。. 


/j / 一^ 一^ ( P る (1 シーズン1〜2回) 

ミ由タンク内にか;びたまると、かグージのな油とがの境界面にホ毎のフ□-卜が還き上が 
ります。（別売 TC -40 K お油タンクの揚含） 


^フロートの点巧 



口巧 
フ□-卜 
水 


•フ□ー トが淳き上びつでいたら水抜きを巧つでく 
ださい。 



♦水巧含パルプの下に容器を置さ、か抜きパルプを 
かしゆるめるとミ由タンク巧の水；び出で、フ□ート 
び洗みます。かを抜し、たら水抜きバルブを固く締 
めでください。 

♦か抜き後は、ミを漏れびないか必す確認しでくださ 

し、。 


•ミ由タン:ク刚こ哇心;求やごみびたまりやずく、.:をくたまるとス h — ブの方へ流れ出し、;:前油の流れを; 
巧ばで十分な火力が化なぐなります。ときどき水グージ0点挨を巧っ t くだ妾い。； 

.. . 一一*— . . . . . . . . . . . . .- .?： _こ—；‘- •• 














定油面器ストレーナの掃除 


(1 シーズン1〜2回) 
お買いホめの!^店に依頼してください。 


定ミ旧商器には、ごみを除くためのストレーナがついでしほす。かやごみびたまる户灯 
油の流れを妨げで十分な乂力び出なくなります。シーズンの終わりには、次のよラに掃 
除をしでください。 

I 巧タンクの送油バルブを閉じる 
^点巧用ふたをはずす 



3 微严ねじを 



►ち側面のス I ブと置台の間に迎受けの容器を置 
いで、ストレーナの止めねじをゆるめではすしで 
ください。 

定ミを面器のちれたの■油やごみか•ま部流れ出ます。 



な巧ですすぎ巧いする 


♦ストレーナを抜き出しで、きれいな巧;’をの中です 
すぎ洗いしでください。 



スト レーナ 
/ スト レーナ 


I 絶巧に化で洗わ.ないでください- 


組み立てるとさは 

•ストレーナゴムパッキンを忘れないようにしでくださし、。' 
♦ストレーナの止めねじを、固く締め付けでください。 


点义 ヒータの 点検 


ストレーナを逆に入れないでぐださし、。 

独漏れがないか確認しでください。 

-. .... .. 

(シーズン巧め） 
お真いホめの販売店に依頼してください。 


点义ヒータや点乂しんにすすび巧着すると、ホ熱び低下したり、巧の吸い上げが悪くな 
り、着火不良の原因になりまず。 

■点乂ヒータの脱着は A 急だなうお、要がありま弓お)で(癌焼巧空気わ気密在保為‘岩たおた:遍寺お買.し、求めの販売 
店に巧頼しでください。 

ポツバーナのち辟 （シーズン初め) 

心 I ぃ ノ W"、、TX _ お買いホめ ①販売店に巧頼してください。 

バーナ内部や燃焼リンクの点検は高度な技術を必要としますので、お買い求めの販売店 
(こ依頼しでください。 














オイルフィルタの掃除 


(1 シーズン1〜2回) 
お買い求めの跟売店に依頼してください。 


オイル フィ ルタにごみやかびたまった場合は、巧のよラに掃除を巧ってくださし、。 

I 巧タンクの送巧バルブを閉じる 



i 掉;ナヵップ 


•オイルフイルタの下に容器を置いで、ストレーナ 
カツプをはすし、カップにたまった水やごみを捨 
ででください。 




フイルタをはずし 
きれいなな油で洗ラ 



•フイルタを真下に引いではすし、きれいななミ由で 
すすぎ洗いしでください。 


•絶巧に化で洗ねないでください。. 



フイルタとスト レーナ 
カップをじツトする 


♦フイルタを組み込み、ストレーナカップを強く締 
め付けでください。 

♦油タンクの送油バルブを開き、送油経路巧の空気 
抜きをし、漸扇れびなし、か、確認しでください。 
(13 ページ参照） 


温風吹出□の掃除 


(週1回） 


やわらかいを7^,るき取る •本体ゃ温風吹ぉ□の汚れは、村ぁが冷ぇてから、 

しめらせたやわらかい巧でふさ取つでください。 

• しつこいちれは中性洗剖を博用し、十分力、らぶ言しで 
ください。 ■- ■: r .. •' ■■■ 



♦温谭吹出口菊根を®けすこり、変おさせたむしないよラにま意しでください。 























対流用送風機（フアンフイルタ）の掃除 


(週1回此 h ) 


対流巧送風機.ファンフィルタは週1回勒上掃除しでください。 

參巧流巧送風機のガード （ S タイプ)、ファンフイルタ.巧流ファンクース （ SBT タイプ）にほこり 
か’たまると、音力《大きくなつで温風量か•かなくなり暖房出力か*低下し、ストーブ巧の温度か•上昇し 
で過熱防止装置（安をサーモスタット）か’作劃する揚合びありまず。 

巧のよラに掃除を巧つでください。 


I 運乾を停止する 


参対流巧送風機力 《 止まっていることを確認してくだ 
さい。 


^ ( S タイプ） 

^巧流用送風機をはずす 


巧ねじ 



♦リード線プラグを抜き、クリッブをゆるめリード 
線をはすしでください。 

•蝶ねじ2本をはすしでから、姑流巧送風機を澄に 
傾けなびら上へ引き出しでくださし、。 

•掃除機で乃ード、モータ、泪根についたほこりを 
吸い取つでください。 

雨,:羽賴を货願固 SW 驟度'節な (5 照画意踩 n 

くださし、。.:；;:が:;;;’....：，:..，:::.....’..— 


( Tsbt タイプ） 

フアンフイルタを 
取0はずす 


フアンフイルタ 



^ (をタイブ ) 

^巧流用送風機を取0 
がける 


♦フアンフイルタを手前に引き化し、取りはすしで 
ください。 

♦掃隨機でフアンフイルタ、対流ファンケースにつ 
いたほこりを吸い取つでください。 


♦はすしたと言と逆の順唐で巧流巧送風機をおり巧 
けでください。 


( Tsbt タイプ） 

フアンフイルタを 
取りがける 


♦フアンフイルタをちとどおりに取り巧けでくださ 
い。 

を鶴 I フアンフイルタをはすムもまま遲輯[なし话く 

1.おき皆を: yil 豈覃た::を;:;自^;量謂 ft 謂 I 

^9 








熱交換器の点検 


(1 シーズン'!〜2回) 
お買い求めの,坂売店に巧頼してくだをい。 


熱交換器の内部(こすすが異常にたまると、不完を燃焼の原因となります。 


•莫萬燃焼;(給な嗎筒から黒煙びでる去うなとき):かおごった攝合亡は、パーナの扁おとおおせと蟲5^括器の点 

-;' 検を;..お買し、衆おめ販责店に巧頼しとださじたんぉ1も-’---;’:::：..^:-;'"--:.-亡.’-’’-:;’.----こ^^^ 

— . • • . : : . — : . . ... . . 


のぞを窓の透明度び悪くなったとき お買し、ホめ朔臨店に依頼してください。 

のぞき窓の透明度か’悪くなったとさは、次のよラに掃除しでください。 

I 前パネル(下）.グリル.前パネル(上)をはずす 


2 爺'!! I 鱗いる 



参かしかを含ませた巧でのぞぎ窓をふいでくださし、。 


•ねじ挪ま帯溫になつでからはすしでくださし、.,ぶ,;:; 
•もとど起り.、;;;:巧^にねじき描め、固定しだください。;:.: 
■.のぞき窓をはすした车ぎは、バッキンを新品と巧換し 
.でください。 


地震などの災害び発生したときの点 検について 

地震などの災害か>発生し、機器に振劃や衝擊が'加わったときは、運振前に必ず巧の点検 
を巧ってください。 

• 給排気筒周りのはすれ、漏れの確認 • な油配管からの漏れ確認 

点検で異萬がみつかった場合は、お買い求めの販売店に修理を依頼しでください。 
















長期間ご使巧になりますと、磯器の点検力《必要でず。 


♦2 シーズンに1回程度、シーブン終3後などに、お買いあげ店または修理資格き〔(財）日本ちミを燃 
焼機器保守協音 (TEL 03-3499-2928) で巧ラ技術管理講習含修3畜（召油機器技術管理±)など〕 
のいる店などに点検依頼されることをおすすめします。 


圍10•故障 • 異常の見かけ方と処置方法 

巧のよラな現象は巧障ではありません。 


参修理を依頼される前にをラー度お確力、めください。 



現 象 

説 明 

点 

义 

時 

• 

消 

义 

時 

初めで使巧ずるとを、涅やにおい力で f る。 

耐熱蜜料やほこりなどろ、俱けるためです。 

しばらく窓をあけで換気をしでください。 

のめで桂巧するときや、シーブン初めの巧 
擅巧時に、な火しなし、。 

点义しでち2〜3分で消义しでしまラ。 

♦定油面器リたットボタンをむットしでください。 

(14 ベージ賣照） 

♦送巧経路内の空気巧さをしでください。 

り3ページ参照） 

燃焼開お時や消火をに[ピチピモ J といラ 
音げする。 

本体内部が熱により膨張、収おするためでず。 

異常ではお0ません。 

点火しでちずぐ温風び出ない。 

不快な冷風を出さないためであ巧:内部が暖まると温風 
び自動的に吹き出できます。 

消义しでち温風び出でいる。 

本体巧部び冷卸するまで送風を継続します。 

燃 

焼 

時 

冀び兩い。 

費常ではお0ません。 

そ 

の 

他 

給排気筒の巧端から運続的に白摺力{出る。 

が気温か‘括くなると、桃気ガス中に含まれでいる水露 
気が白く見えるためで、異萬燃焼による白煙ではあり 
ません。 





















点义ヒータの節お 






お売运に慢理を巧巧する 


囊沪—》と献^しんとのむ評子が 


£^ 


版黄店に核理をの巧する 


巧タンクにな巧びなし、- 




Else 


をなする 


12-13 


バイ□ツトリンヴび正しくたツドされ 
でいない. 


お売店に接理を®巧する 




ま巧面黄に水、ごみの目ごま。; 


Ee 


参 


£ I 


詔な!織で謝5 . 


26〜28 


送巧经涅巧に空気だま0がある 


ら2 




参 


£ I 


を油径29巧気巧さをする 
：!ム製送油邑ヴ山おになつでいる巧は 
平らに直す 


13 


排気菅の記菅び長い、巧〇窗所びさい 


巧ち 3 m 、 苗が03面巧な下にずる • 

1 m な上の迈長は、昆田剧御巧を取り 
はすず X 


!聽駕菊た'た 卜づ城い 




E3 


r « Ba などの巧きび発ましたときのおち 
についで J の巧ち頂有を垣亞し.空岳 
ポタンを巧しなおし、再巧义する X 


24.30 


巧巧にがび宙乂している 


参 


参 


が巧 g の沒括却にすをまろ<ぉる 


TT 


を獅お 


さ巧径疫 


26-28 




巧が巧商の巧節びおおねれでいる 


巧ち S の法技苗巧を正し<巧0巧ける X 


おおつでレるをのを巧〇挣乂 


25 


适话バイブの咨ナツトが巧まつでいない 


毎め百す 




巧想コードの節持 


纖禪觀.卜 -) 


巧ち田に巧理をな巧する 


im 


原国を巧0巧いたを、再お义する 


24-29 


备洁 g 含上 S 巧化哀置のだの: 


参 


£C 


巧を巧け、巧巨の巧る巧ずる 


24 


お谢宫樹请巧'装 S わ巧苗； 




SS 


拉 _を 


24 



11•巧品交換のしかた 


^^^不完をな修理、調整は危険ですので、部品の交換、調整カタ必要な場合には、お 
買い求めの販売店または、修理資格者〔(お)曰あ石油燃焼機器保守協含で巧ラ技術管理 
講習舍修了着（百油機器技術管理±)など〕のいる販売店にご相談ください。 


部品交換はコ□ナ純正部品とご指定くださし、。 


消耗•劣化しやずい部品（交換が必要な部品) 


•長期間の使巧によ0消爲-莫化しやすい部品 

点义ヒータ(点义しん）-バイ□ットリング. 〇リング 
♦変質-不純灯ミ宙の使巧により劣化しやずい部品 
定巧面器*点义ヒータ(点义しん）’ポットノトナ 


パツキン類 


参次の表じちとつ’いで、ちラー度お確かめください。 

参処置ち法で XE(] の項目や、処置方まにより処置しでち良くならないときは、お買い求めの販売店に 
依頼しでください。 


参照するぺ—ジ 


ま 

ち 

置 

処 


_と 

においがする_ 

巧混れびある 

運拓ランプちつかない 
運をしなレ 

圍碧 i 霞とまった 

义び途中でおえでしまラ 
大養お這是宫で樹をる 
のぞぎおびくちる 
異萬紹烧する 
义力び大きくならない 


な义しな U 































































圓 12 •巧管（長期聞ほ用しない場を） 

おしまいになるとさ.は、曰常の点検.手入れの項を参照し、次の要領で保管しでください。 

1•電源^グをコン它ントから巧いでください。 

• 階ミま意1 長期間使巧しないとさは、電源プラグを抜いでください。 

2•油タンクの送巧パルプを閉じでください。 

3 •巧流用送風磯（ファンフィルタ）の掃陈をしでください。 

に9ページ参照） 

4•オイルフィルタと定油面器巧の巧なをすベで巧き取ってくださ 

い 0 (27 〜28ぺージ参照） 

5•巧がのごみやほこりを取ってください。 

♦掃除機などでごみやほこりを取り除いでください。 

6•本化をしめらせた巧で巧れを落としでから、からぶ'きしでくだ 

さい。 (28 ページ参照） 


7 •ストーブは据がけたまま保管しでください。 

♦溫風吹出□や幫面の対流用送風機（フアンフィルタ）じほこりなどか•たまらないよラカバ 
—などをかけでください。 

•どラしでも取りはすしで保管されるときは、ボリ袋をかぶせ、乾燥した場所[こ横働しにし 
ないよラおしまいください。 

参;タシーズンに据巧けるときには、必すお買い求めの販売应に依療しでください。 







H 13 ■仕 

仕様 


型五：の呼び 

FF -1010 S 

FF -1010 SBT 

FF -1100 SBT 

層 類 

ポット式-強制給排気お-強制対流お 

点火ち な 

電気点义丑： 

使用 燃料 

の■油 （ J に T 号な油） 

燃料消費量 

最大 

• 1.12 L/h 

1.233 L/h 

最ル 

0.4 日 L/h 

凳熱量(入力） 

最大 

%,640 I<J ル (9,230 kcal / h ) 

42,530 kJ ル (10,160 kcal ル） 

最ル 

15,530 kJ / h (3.710 kcal / h ) 

熱効率 

最大 

93.5% 

最ル 

93% 

暖房出力 

最大 

10.0 kW . 36,1 30 kJ / h (8,630 kcal / h ) 

11.0 kW -39,?70 kJ / h {9,500 kcal / h ) 

最ル 

4.01 kW - 14,440 kJ / h (3,450 kcal / h ) 

標準適室 

お暖地 

木 造 41.5 m 2 に 5 置)まで 
コンクリ-卜 57 m 2 (34 畳)まで 

木 造 46 m 2 (28 養)まで 

コンクリ—卜 63 m 2(38 屋)まで 

賽ちが 

木 造 44 .日 m 2 に 7 畳)まで 
〕ンクリ-卜 6 目 m 2 (41 養)まで 

木 造 47.5 m 2 に 9 昼)まで 
] ンクリ-卜 73 m 2 (45 養)まで 

斜お寸る(宜台をきむ） 

島さ 59 加 m K Omm 奥行 391 mm 

高さ 595剛 幅 820關 奥巧 478關 

質 量 

40 怕 

42 kg 

電源電圧及び周波敎 

100 V 日 0/60 HZ 

定格消費電力 

最大 110 /111 W (点火初期に短時間発を） 

燃焼時 48/45 W 

給排気筒の呼び径 

D 49 

給排気筒の壁賃逼部の孔径 

夺8加 m 

排気 温度 

260 でな下 

電流ヒユーズ 

己 A 

安全装置 

巧震 g 動消火装置-点火ま全装置-燃焼制御装置.厚電安全装置. 

過熱防止装置(ま全サーモスタット） 

その他の装置 

排気管抜け検知装置.再点火まを装置.室温異常上昇防止装置 

イす属 品 

給排気筒じット 1 • 型紙1 . 取扱説明書 1 . 本体固定金具 2 . 置台 1 • 

ゴム聲送油管締付バンド 2 . 背面カバー上 1 (SBT タイプのみ） 


標準適室は、巧団法人-曰本ガス5油機器工業舍の賃定薑華によります。 
















































配線図 


送油経路図 


毎賣巧西巧ジャン—毎 177] 
安をサーモスタット：^| 
這延サーモスタット 
巧呈百®消义装置 Q = =0 

ルームサーモ C 3 — 

S 巧ボンブ 0 = rt - - 1 


巧お巧ち面巧 


なな關\弓觀?ポタン麵 j レフつまみタタ: 


巧ツトパーナを巧良巧8ポンブ ゴム巧ち巧 g をを A ルブ 


0ァ-ス 


巧裔トランス 


巧おヒュース 5A 


巧戾巧送毎ほI 


巧义ヒータ 



14 •アフターサービス 


保証について 


胃!!^こ胃胃 § f が^^あげ日 • 販売脱などの瞧お禮 
♦保証期間はお買いおげしげこだいた曰から1を貨苗^^ 

♦望2查瓦寶賢！臣ま S 婪管ぉま梦事故につ言ましでは、保証の対象になりませんのでを意しでください。 

J 毫質グ連ミミ寶な巧な'ど、またな巧ながの燃料使巧による巧障や事故。 

■誤つた使巧ちるじよる巧慎や事故。 


修理を依頼されるとを 


!譯農!グ量認譜觀識謠囊離ま端くシ讚ち雜譯こ擺品で 

>保証期間みであれば保証書の規定に従って無料修理させでいただきまず。 


■保証期間が過ぎこいると苦は芸;: 

•お賣い隶めの版売店にご相談くおさし、。.. 
修理によつで使巧でぎる製おにちいで(ま:お客 
様のご要望により有料修理いたします。；. 


_ , ... — .... .二;：.;.こ..:::::;-.-.. 

■捕修巧牲能部品の保有期間^た:';！-'; X . 

. ;>を通!ストーブの番慘預裡能部南（擺旨 g を羅持 
するために必要な部品)..のお有期間は製造な 
:巧.ち祝り豁7:ホです。；:;； 


搬皂胃器のにな巧び残つたままですと、傾きや振動で灯油がこぼれることびありますので、 






















圍 15 •据巧け 

据付け場所の選定 _ 

据巧けについでは、乂が予防条例、電気設備に関ずる技術薑華など法をの薑華か’ありま 
す。 

工事説日月書の「安をのために必ずお守りください」をお読みになり、販売店または据イす 
け業客とよくごホ目談ください。また、「標華据巧け例 J [こついでは、3目〜37ぺージを 
参照しでください。 


標準据付け例 



^9 



握準据付 け例〜 SBT タイプをマントルピ-スなどに設置ずる場合, 


Iストーブは化す塁面より 
串前に出すこと。 


ん30心リ h 

K ho のは上 10加な上 



4 



1 1 



呈 宣 


J …… r 




X点巧、手入れのため30加な上法しでください。 


\W//////A 

! 〇〇のな ■f：j i7fiiiKn-| 
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床国をを具 本な因足左具 

(F-60S :別を註谢 说属 SS8) 


S タイプをマントルピースなどに取り付けないでぐたさい C 


据付け後の確認 ■ … 

5夕12び終ねりましたら、ちラ—度、工事説明書の「をミのために必ずお守りください」 
をミじなり、工事説日月書に記載されでいるとおり据イすけられでいるかどラか醒認し 












試運転 

試運輯は、販売店または据巧業蓄とご一緒に胁す巧ってください。 

圍運短準備 (詳しくは11〜1己ページ参照） 

1•油タンクにな巧 （ J 旧1号な巧）を給油しでください。 

2•油タンクの送油バ J レブを開いで、送油経路巧の空気あきをしで 
<ださい。 

3•定巧面器 U たットボタンを趕<巧しで<ださい。 

4•ストーフ''の置台の上や送油管の接続部に、油のたまりや油漏れ 
が'ないか確かめでください。 

5 •高地(標高 5 00 〜 1 SOOm) で使巧される場含は、空気が'希薄なため 
調碧び必要となりまず。 

(詰しくは、型紙裏面の工事説明書 （ 高地で使巧の 扇さ;)を参照しでください。 ) 

6•運弦ボタンが〔停止〕になっているか確認しでください。 

運輯ボタンを〔運损のまま電源プラグを〕ン 1Z ントに善し込むと、び表示されまず。 

この摄合は、一旦運拓ボタンを巧しちどしでください。 ^ 

7•電源プラ P をコンたントに差し这んでください。 

♦ 「A 江意I 鸾源プラグはコンたントに根巧まで聰実に達し这んでください。 

圍運 輯 (詳しくは1日〜18ぺージ参照） 

1•運範ボタンを巧しでください。 

♦運輯ランプび点なし、約1分をに点火します。 

♦点火を4〜5分でが流巧送風機がまわり温風び出ます。 


初めで使用するとさは••’ 


甲：ストーブ内の送油管に巧油び満たされをいませんので;:：炎が立消えることび泰りまず。この場合亂 
i - 昼消义；しで、冷えるのを待つでからちう一度点火しでくだ这い。:寺 ^ 

，耐熱導對夕掉び鮮口で煙とにをいがでを夏とがあひまず。;谣をあけで部屋の換気—をしでぐたき貼 

. . .. . . ，•.••.，.心.ム 1. . :一"..； ..... . .1 山.:; ；；； .心; .... • 

2•運嚴ボタンを押しをどしで < ださい。 

♦遲範ランプび消の■し、約15分後に燃焼用送風機、対流巧送風磯か•停止します。 
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化 反る 巧 

化«サービスたンター 
田 se S ち巧 
巧 W S 巧巧 

夏屋薑養票 

化見含 S 巧 


が巧巧白5区平巧 
そし巧巧白5区ホ至 
迈巧巧西ちちの21 
値 J り巿ま化リI房 
おに?13& 

がを帝巧 
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14-0003 
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•00 
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0935)29-1680 

097)523-5161 


092)474-5771 
0942议1 一39巧 
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93 
99 
96' 

095)882-7767 
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097)523-5162 


本な•エ填=祭巿索巧巧 7-7 T 955-85 10 TE しの 256)32 — 2 t 11(大巧表) 

巧時工場巧時巿ま巧2-58 〒945-0817 TEL (0257)23-5175 (巧ま） 

長间ェ巧長巧巧下を 0 J 含ノ巧1069デ 940-1146 T 巳 L (0258)22_2121( 巧表） 


T6U098)879— 0677<巧孰 FAX の 98)875-1 674 


T 901-21 


活巧巧大巧392- 


沖縄地区 


な州地区 

■' '' ' 
•«、•■： 


FAX のの)87 1-3306 
FAXto82)871-3306 
FAX れ的たが一7191 
FAX か 859)23-0709 
FAX(0B34)22-5589 


Sa ••ち一さ 巧に S 巿まほ巧 E 巧@ 3 - 27 - 2 〇 

rmi I 匡二 


テ 731-0138 
デ 731-0138 
デ700 -0976 
〒 683-0035 
〒7化，〇資巧 


中国地区 




近畿 • 
四国地区 


東海地区 
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化陸地区 


銭 
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.3927-1130 
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FAX ミ04目巧5 1—6370 
FAX 化巧巧 3S— 1913 

FAXt045)852-5S40 
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FAX(055)268-1569 


関東地区 

.. :が-... •. 


東北地区: 


化海道地区 


r お客様ご相談窓口一覧表 I 

修理サービスや製品についでのご相談は機種咨をご確認の上、お買いあげの 
販売店または下記のご相談窓□(こご依頼ください。 

ご窗居やご趋営品などでお困りの焉さは、下記のお巧くの窓□にご相談 < だ巧い。 

ち称、巧巧巧、電話番号は、変夏ずる場合がありますのでご3萬くださし、。 


ち S&«IN 巧巧 


:化なお長夏乂 
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SSSSSS SSSS 
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